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1
0月
1
日
は
国
勢
調
査
 

ご
協
力

く
だ

さ

い
 

今
年
十
月
一
日
に
は
、
全
国

い
っ
せ
い
に
国
勢
調
査
が
お
こ

な
わ
れ
ま
す
。
 

国
勢
調
査
は
、
国
の
も
っ
と

も
基
本
的
な
統
計
調
査

e
、
全

国
は
も
ち
ろ
ん
市
や
町
ご
と
の

人
口
の
大
き
さ
や
男
女
、
年
令

職
業
な
ど
の
人
ロ
の
構
成
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、
五
年
ご
と

に
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
今
年
の

国
勢
調
査
は
、
大
正
九
年
の
第

一
回
調
査
か
ら
数
え
て
、
ち
ょ

う
ど
十
回
目
に
あ
た
り
ま
す
。
 

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
国
お

よ
び
県
、
市
や
町
な
ど
か
教
育

住
宅
、
求
人
求
職
、
環
境
衛
生

地
城
開
発
，
交
通
な
ど
、
い
ザ
つ

い
ろ
な
問
題
の
対
策
を
た
て
る

場
合
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
 

い
資
料
と
な
り
ま
す
。
 

昭
和
三
十
五
年
の
調
査
で
は

当
市
の
人
ロ
は
四
万
八
千
三
十

三
人
で
し
た
か
、
最
近
は
、
就

職
、
出
か
せ
ぎ
な
ど
で
移
動
す

る
人
が
ふ
え
て
い
ま
す
の
で
、
 

私
た
ち
の
市
の
人
口
の
大
き
さ

や
．
男
女
、
年
令
、
職
業
な
ど

の
構
成
が
、
か
な
り
か
わ
っ
て

き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
．
 

国
勢
調
査
は
、
こ
れ
ら
の
実
態

を
あ
き
ら
か
に
し
ま
す
。
 

各
家
庭
に
は
、
九
月
二
十
四

日
か
ら
、
国
勢
調
査
員
が
お
う

か
が
い
し
て
、
調
査
票

へ
の
記

入
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

国
勢
調
査
は
、
九
千
八
百
万

人
に
の
ぼ
る
と
予
想
さ
れ
る
日
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競誉麟纏の借入申請 
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議舞薮 

市農業委員会で（こ、昭和40年度第 3 次分'0自作農維

持資金、および農l麟郵暫g資金の申請を、つぎにより

おこないますから、護望者は期間内に申し込んでくだ

さい 0 

◇受付場所 

五所川原市農業委員会事務局 

なおくわしくは、市農業委員会にご相談ください0 

◇借入金額と利率 

自作農維持資金 最山領30万円（年5分） 

農地等取得資金 最高領80万円（年3分5厘） 

◇受付期間 

9月16日～18日（年月りョ時～午後3時） 

本
の
全
人
ロ
を
！
全
国
い
っ
せ
 
が
必

要
で
す
。
 

い
に
も
れ
な
く
調
査
す
る
大
規
 

き
た
る
十
月
一
日
を
期
し
て
 

模
な
調
査
で
す
か
ら
、
調
査
を
 
お

こ
な
わ
れ
る
国
勢
調
査
は
、
 

完
全
に
実
施
す
る
た
め
に
は
，
 

も
れ
な
く
調
査
票
に
ご
記
入
く
 

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
 
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

基
本
選
挙
人

名
簿
の

調
製
 

住
所
の
変
え
た
方
は
連
絡
を
 

〇
…
選
挙
人
の
み
な
さ
ん
は
 
の
結
果
，

行
先
不
明
等
に
よ
り

一
人
も
洩
れ
な
く
登
録
し
ま
し
 

名
薄
に
洩
れ
や
す
い
の
で
、
選

よ
う
。
 …
〇
 
管

ま
で
連
絡
方
お
願
い
し
ま
す

こ
の
名
簿
は
．
本
年
十
二
月
 
△

選
挙
人
の
資
格
要
件
は
、
つ

二
十
日
か
ら
明
年
十
二
月
十
九
 
ぎ

の
と
お
り
で
す
。
 

日
ま
で
の
間
に
お
こ
な
わ
れ
る
 
①
住

所
要
件
 

市
長
選
挙
、
市
議
会
議
員
補
欠
 
本
年

六
月
十
六
日
以
前
か
ら

選
挙
、
衆
議
院
議
員
選
挙

（解
 
引
き
続
い
て
、

五
所
川
原
市
に

散
の
場
合
）
、
財
産
区
議
会
議
 
住
ん
で

い
る
人
 
（
九月
十
五
日
 

員
選
挙

（長
橋
、
七
和
地
区
）
 

現
在
で
三
カ
月
以
上
）
 

な
ど
に
も
ち
え
る
、
極
め
て
大
 
②
年
令
要
件
 

事
な
名
簿
で
す
．
 

昭
和
一
一
十年
十
二
月
ニ
十
一
 

今
回
の
調
製
は
、
と
く
に
住
 
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人

（
本年
 

民
票
を
主
体
と
し
、
そ
れ
に
実
 
十
二

月
二
十
日
現
在
で
満
二
十
 

態
調
査
を
か
ね
て
作
製
し
ま
す
 
才
以

上
）
 

住
所
を
変
え
た
方
で
、
市
役
所
 
△
名

簿
の
縦
賢
お
上
び
異
議
の
 

に
住
所
変
更
の
手
続
を
し
て
い
 
申
出
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
 

な
い
方
は
、
住
民
登
録
の
し
て
 
①
縦

賢
の
期
間
、
場
所
 

あ
る
と
こ
ろ

（旧
住
所
）
に
登
 
不

脱
満
お
ょ
び
誤
載
の
異
議
の
 

載
さ
れ
る
公
算
が
多
い
と
思
わ
 
申

出
期
間
 

れ
ま
す
の
で
．
至
急
、
変
更
の
 
十

一
月
五
日
か
ら
十

一
月
十
 

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

九
日
ま
で
の
五
日
間
 

借
家
、
借
間
、
下
宿
、
寮
等
 
市
役

所
内
選
挙
管
理
委
員
会
 

に
居
住
の
人
、
調
製
時
期
（
九
 
事
務
局
 

月
十
五
日
現
在
）
 に
前
後
し
て
 

市
内
で
転
居
す
る
人
は
、
住
民
 

”
●
 
り
選管
が
転
記
後
に
な
り
 

ま
す
の
で
、
旧
住
肝
を
調
査
等
 



最
近
、
耕
転
機
の
増
加
に
よ

り
、
踏
切
事
故
が
激
増
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
 

秋
田
鉄
道
管
理
局
内
で
、
こ

と
し
に
入
っ
て
か
ら
の
耕
転
機

に
よ
る
踏
切
事
故
は
、
す
で
に

六
件
発
生
し
、
死
傷
者
も
五
人

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 こ
の
他

列
車
に
支
障
を
あ
た
え
た
も
の

が
十
四
件
に
な
っ
て
お
り
ま
す

去
る
七
月
三
十
日
に
は
、
秋
 

五
所
川
原
駅
 

耕
う
 
ん
 
機
 
の
 

踏
切
事
故
を
な

く
そ
う
 

田
県
仁
合
線
、
合
川
ー
米
内
沢

間
で
、
踏
切
を
横
断
し
よ
う
と

し
た
耕
転
機
と
列
軍
が
衝
突
し

夫
婦
二
人
を
含
む

三
人
の
負
傷

者
を
だ
し
た
事
故
が
あ
り

h
kし

た
。
 ち
よ
う
ど
通
勤
、
通
学
の

時
間
帯
で
し

た
の
で
、
輸
送
に

大
困
乱
を
き
た
し
ま
し
た
。
 こ

れ
ら
の
事
故
は
、
ほ
と
ん
ど
が

踏
切
一
旦
停
止
を
、
怠
っ
た
た

め
の
も
の
で
す
。
お
互
い
に
不
 

幸
な
思
い
を
し
な
い
た
め
に

踏
切
を
通
る
と
き
は
、

つ
ぎ

の
こ
と
を
守
り
、
踏
切
事
故

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

①
二
人
以
上
同
乗
し
て
い

る
と
き
は
、
 一
人
は
地
上
に

降
り
て
安
全
を
確
め
て
誘
導

す
る
。
 

②
一
人
の
と
き
は
、
 一
旦

停
止
、
安
全
の
確
認
を
励
行

す
る
。
 

③
列
車
の
姿
が
み
え
ず
多

少
余
裕
が
あ
る
と
思
っ
て
も

列
車
が
通
過
す
る
ま
で
待
つ
 

、
ご二
．
(
.J;
？
二
‘
J、
コ
、
．
く
了
七I
二・・
？二
．‘、
ご
、
．
く
こー
ニ
ノ
、
一・
、
‘
1
.
.
 

西
北
中
央
病
院
の
職
員
方
が

さ
る
八
月
二
十
三
日
、
県
血
液

七
ン
タ
ー
の
移
動
採
血
車
 
（
青

い
鳥
号
）
 
によ
り
献
血
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
献
血
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
方
は
三
十
七
人
で
、
 

病
院
の
職
員
方
が
血
液
対
策
小
 

病
院
の
職

員
が
献
血
 

市
で

は
近
く
献

血
推

進
協
を
発
足
 

委
員
会
を
作
り
、
最
近
の
治
療

に
使
う
血
液
の
不
足
に
、
対
処

す
る
た
め
に
お
こ
な
っ
た
も
の

で
す
。
な
お
、
市
で
は
、
近
く

五
所
川
原
市
献
血
協
議
会
を
発

足
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
 

レントゲン車の運行日程 
着衣のままでとれます 

結核を減らすには、患者の早期発見、早期治療、感染源の

隔離‘夫感染者への予防接種も大事なことだといわれてお

ります。つぎのコースで、レントゲシ車が巡回します。 と

しよりも赤ちやんも進んで結核検診をうけましよう。同時

に、血圧測定もおこないます。 

9月 6日（月） 福 井 小笠原久雄氏宅前 9 時30分～相時

鶴ケ 岡 幼 稚 園 前 10時30分～12時 

,, 	郵 便 局 前 	1 時～3 時 

ク 小 野 七 附 近 3 時30分～4 時 

9月 7日（火） 藻 川 上農協倉庫前 9時30～相時 30分 

,, 	小 学 校 前 	11時～12時 

,, 竹谷精米所前 1 時～2 時 

,, 	高橋健司氏宅前 2時30分3時30分 

9月 8日（水） 興 隆 三 又【路 附 近 9時30分10時30分
坂の下 郵便局 附 近 10時40分～12時
伝助町 三浦マネ氏宅前 	1 時～2 時 

飯 詰 支 所 前 2 時30分～4 時 

9月9 日（木） 飯 詰 公 民 館 前 9 時30分～H時

味喰ケ沢 葛西兵市氏宅前 n時釦分～12時
岩 崎 公 民 館 前 1 時～3 時30分 

9月n日（土） 田 川 小 学 校 前 9 時30分～10時
高 瀬 神 社 前 10時30分～12時 

9月13日（月） 梅 田 支 	所 	前 9 時30分～12時 

ク 慈 眼 寺 前 1 時～2 時30分 

,, 教 円 寺 前 	3 時～4 時 
9月14日（火） 三ッ谷 坂本商 店 前 9時30分 10時30分

湊 平山万之助氏宅前 11時～12時
ク 鹿内キヤンデイ前 1 時～2 時

姥 落 神 社 前 2時30分～3時30分 
9月巧日（水） 広 田 警 鐘 台 下 9時30分 11時30分

ク 鹿内恭太郎氏宅前 11時～12時
浅 井 藤田石炭店前 I 時～2 時 

4. 	ー 戸‘商 店 前 2時30分～3時30分 
9月16日（木） 猫 淵 警 鐘 台 下 9時30分 10時30分

七ッ館 駐 在 所 附 近 

4. 鳴海博氏宅前 1 時～2 時 
,, 	警 鐘 台 下 2時30分～3時30分 

ク
 

ク
 

落

田
 

隆
下

町
詰
詰

沢
崎

川
瀬
田
 
谷
 

興
坂
伝
飯
飯

味
岩
田
高
梅
 
三
 
姥

広
 

ク
 
の
助
 

町
 
ク
 
ク
 

ッ
湊

ク
 
ク
 年

室
で
は
こ
の
奇
篤
だ
な
方
に

感
謝
し
，
背
少
年
の
非
行
防
止

に
使
い
た
い
と
語
っ
て
い
ま
す

青
少
年
室
開
設
以
来
、
ご
寄
贈

く
だ
さ
い
ま
し
た
方

A
に
厚
く

お
礼
い
た
し
ま
す
。
あ
り
と
が

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

し
」
 

陥和 40  年 8 月 25 日 
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市
内
広
田
出
身
で
、
現
在
，
大
 

阪
成
け
い
学
園

A
長
を
し
て
い
 

る
鹿
内
健
三
さ
ん
で
す
。
青
少
 

青少年の育成に と 

ー 大阪の鹿内さん 

青
少
年

室
に
．
こ

の
ほ
ど
、
 

「
青
少
年

の
育
成
に

役
立
て
て

く
だ
さ
い
 

」
と
一
万

円
送
っ
て

き
た
方
が

あ
り
、
関

係
者
を
よ

ろ
こ
ば
せ

て
い
る
。
 

こ
の
方
は
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